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な成功こ そが作品の価値を決定す る尺度で

あ っ た 。 こ れ に対 して ， 例え ば ジ ュコ フ ス

キイ は ブ ル ガ
ー

リ ソ の こ と を 《文学俗衆》

（nHTepaTyPllafl 　gePHb ） と 呼 ん で ， 当時

ブ ル ガ
ー

リ ン と論争 し て い た ヴ ャ
ーゼ ム ス

キ イ を とが め ， か れ と論争な どす る必要は

な く黙殺 し て お けば良 い とした。 両客 の 文

学観は 真 っ 向か ら対立 した の で あ る
。 し か

もそれ は 単に 個入 間の 問題で は な く， も っ

と広い 文学派閥問 の 問題 とし て 。 ブル ガ ー

リ ン は ， 先に 述ぺ た 文章を書い た 時に．
， 検

閲の 強化で は な くむ しろ緩和を訴え ， 世論

作 り ・世論操作を強化す る事を進言 し，暗

に 自らが 引き受け る役割を ほ の め か して い

る 。 それは ま さに 支配者 と文学者 ・出版老

の 相互依 存関係の 申し込み に 他な らなか っ

た 。 こ うし て 支配者 と特別の 関係を結ん だ

ブ ル ガ
ー

リ ン は
一

定の 成 功を収め て い く。

それ は ， 読者 層 とい うもの を 「正 し く」掴

ん だ者 （E手に 組織 し た 者）の 勝利 とい え

る
。

　以 ．［：一の よ うな 事 か ら， 「民衆」は ， ブ ル

ガ ー リ ン 達 自身や貴族社会の 俗物 と
一

般的

に理 解する よ りは ， ブ ル ガ ーリ ン 達とか れ

らが 読者 とし て依拠 した 「中産階層」 を指

す と考えたほ うが よい 。 こ の 「中産階層」

は ， 当時の 読者層 とし て ブ ル ガ ー
リ ン 達の

文学 の 側に 商業的成功と， プ ー
シ キ ソ 達か

らみ れば許 しがた い ，名声 とを与え る よ う

に な っ てい た の で あ る 。 「詩人」 と 「民衆」

の 関係の テ ー
マ を 内包す る詩に は ， 確 かに

プ ー
シ キ ン の 個 人的関係 も反映 し て は い る

が，それ よ りもむ しろ ，い わば 《純文学》

派対 《大衆文学》派 とで も呼ぶ べ き文学派

閥間の 闘争 が反映 されて い る の で ある。 し

か も，その 根底に は文学界に 影響を与え る

ほ どに 増大し て きた 新 しい読者 の存在があ

っ た 。 それは ， 単純に ，

一
般民衆だ とか ブ

ル ガ ー リ ン
ー

派だ とか い う図式で 片付け る

事の で きない ，は るか に 実在感の ある存在

と して 「詩人」の 前に 立 ち 現れ，「詩入」

を危機に晒 して い た の で ある 。 こ の よ うな

文脈 で 「詩人 」 と 「民衆」 の 関係を考え る

とき，は じめ て こ れを テ
ー

マ とす る詩の 意

味も理 解で ぎる よ うに 思わ れ る。

『戦争 と 平和』 に お け る認識

佐　　藤　　雄　　亮

　 レ フ ・トル ス トイ の 『戦争 と平和』 は ，

ソ 連で は ， 叙事的客観的 に 民族全体 の 行動

を描 き出した ＝ ポ ペ ーヤ とみ なす の が主流

で あ り，

一
方西側に お い て は ， い わ ゆ る近

代小説の 典型 とされ て い る 。 と こ ろが こ の

二 つ の 見解は い ずれ も二 元論的 ア ト ミ ズ ム

的図式を前提 として い る 。
つ ま り遥f典物理

学的 な単
一・
の 時問 と空間 の なか で ， 時空間

か ら分離され た ア トム で ある登場 人物た ち

が動 くとい う図式が大前提 とな っ て い る の

で あ る。

　しか しなが ら 『戦争 と平和』 は こ の よ う

な原子論的世 界 と次元 を異 に す る。 なぜな

ら こ の 作品に お い ては ， 時間， 空 問 ， 登場

入物等の 作品構造 の 諸契機は ， それ ぞれ独

白の 性質を示 しなが ら も， 根源的に 相互浸
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透の 相に あるか らで ある。 すなわ ち ， 種々

の 位相 を無視 して単純化 して い えば，個 々

の 登場 人物は ， 内界 と外界の 区別を もたぬ

知覚 ， 情動 ， 行為 ， 発話 ， 表象 ， 想念等 々

の 束で あ る （そ の 多 くは 社 会化 され て い

る）。 こ れ ら諸要素の 相互関係及 び 生 成 ，

変化 ， 消滅は
一一・
義必然的 に は 確 定 で きな

い 。 そ して諸要素は 独 自性を もつ
一・

方で
，

すべ て エ ネ ル ギ
ーの か た ま りに す ぎず ， 内

界か ら外界に わた っ て等質な エ ネ ル ギ ーの

場 をか たちつ くっ て い る。 外界 の 事物 もま

た ，それぞれ独 自の 相貌を失わ な い まま，

こ と ご と くエ ネ ル ギー
に 変換 され て 登場人

物に 作用す る。
こ うし て 登場人物 と外 界は

入 り混 じり ，

一
元的 力の 場 で ある状況 を形

成す る 。 ピ エ ー
ル の 夢に 出現す る ， 絶えず

揺れ動 き互い に 入 り混 じる無数の 水滴に び

っ し り覆わ れた 不定形の 地球儀は ， 以 Eの

よ うな登場人物 ， 外界， 状況を象徴的 に 表

現 した もの で ある。
こ の 水滴は ， ア トム で

もあ り場 の 状態で もあ り客観的に と らえ ら

れない とい う点で ， 量子 力学の量 子の 概念

に 似て い る 。 『戦争 と平和』 の 事 件 は ， 個

人 の 内界 の ご く小 さな変化か らボ 卩 ジ ノ の

会戦の よ うな歴史的 大事件に い た る まで 水

滴の 場 の 波動にす ぎな い
。 古典物理 学的 ア

トム で もなけれ ば完全な液体状態で もない

水滴の 場 は， こ の 作品の 空間 を うめ つ くし

て お り， した が っ て空 間そ の も の で も あ

る 。 また時間は 水滴 の 場 の 状態 の 変化 の ダ

イ ナ ミ ズ ム に他 な らず ， 空間 と…
体 で あ

る 。

　 こ の よ うな多元的
一

元論の 世 界が い か に

知覚， 認識 表現 され て い る の か 今回 の 発

表で は考察 した 。
つ ま り視 点 の 問 題 で あ

る 。 従来の 『戦争 と平和』 の 視点論は ， 客

観点視点か ら認識 されて い る とす る もの

（エ ポ ペ ー
ヤ 論）， 主観的視点か ら認識 され

て い る とす る もの （主観的
一元的 モ ノ Pt　一

グ的で ある とい うパ フ チ ン ）， 及び i而者 の

加算複 合型 （「何 で も見 とお す
一

般的叙述

者」 と 「知識の 限 られ たその 場 に 居合わ せ

る直接的観察者」 の 二 人の 語 り手が い る と

い うポ リス ・ウ ス ベ ン ス キ
ー
）の 三種 に大

別 され る 。 い ず れ も自己 同
一

的，完結 した

語 り手 が ， 認識 した こ とが らを叙述す る ，

手 もち の 内容を語 り出す ， と い う二 元論 の

埓内に あ る （パ フ チ ン の い うモ ノ ロ
…

グは ，

全体が 自存 し ， さらに 語 り手が 他の 作品構

造 の 諸契機か ら分離 され て 独立 して お り，

実は 二 元論 であ る）。

　 『戦争 と平和』 で ほ ， 語 り手が 対象か ら

独立 自存す る こ とは ，既に 述 べ た とお りあ

りえない 。 語 り手 と対 象は ， 登 場人物 と外

界がそ うで あ る よ う に 曖昧に 混ざ ；J あ っ て

い る。 そ して語 り手は ， 無秩序に また 際限

な く飛躍，交替 し て い く知覚 ， 認識の 立場 ，

状態に す ぎな い
。

だ か ら語 り手 とい う呼び

名は 不 適当で ある 。 い ままで の 認識の 状態

が瞬時に 消滅 し ， 突如別の 状態が 出現，さ

らIC他の状態が現れ …… とい うふ うに 無限

に 移 り変わ っ て い く。 例 えぽ ， 登 場人物 の

発話 の 忠実な再現
一 …

叙事的回想
一 一

非人

称全知全能の 語 り手の 描写
一 具 体的階層，

肚代か らの 描写
一一生活 を ともに して い る

か の よ うな ご く近 しい 人物に つ い て の 見解 ，

とい っ た よ うに （冒頭）。 その 都度 ， 認識の

対象 も ， 対象か ら認識の 立場 を切 り離せ な

い 以上，根本的に 変化する 。 また 対象 と認

識 の 状態 の 諸要素 の 多 くが社会化 され て お

り， しか もあ らゆ る要素がた がい に浸透 し

合 っ て い る こ と か ら， 『戦争と平和』 の 認

識は 共 同主観的側面を も っ て い る 。 認識の

状態 の 推移は論理 的に と らえ る こ とは で き

な い が ， しか し全体 として は ゆ るやか な統
一

体をな して い る。 全体の 「われわれ 」の

認識の 場 の なか に 各 々 の 「わ れわ れ」が分

裂的に共存 して い る の で あ る 。
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　以上述べ た よ うに視点の 契機は ， 他の 契

機か ら論理的に 導き出す こ との で きない 独

自性 を示す と同時に ， その 独 自の 性質がそ

の ま ま多元的
一

元論 ，

一元的多元論の 作品

構造の本質を現 して い る 。 諸契機は地球儀

の 水滴 の よ うに 分裂的に 統
一・

されて い る が ，

視点もまた そ う で あ る 。 『戦争 と平和』 が

近代に 支配的 な二 元的発想を超 えた 作品で

あるこ とが ， 視点の検討を通 じて も確め ら

れ る 。

「ひ と」 に と っ て の オ ー レ ニ カ ，

　　　　　　　　　　　　オ ー レ ニ カ に と っ て の 「ひ と」

田 　　中　 　城 次 郎

　作家の 創作 メ モ （「手帖」）か ら窺い 知 れ

る よ うに ， 「か わ い い 女」（1899）は 初め ，

夫 が替わ るた びに
， それ に 合わせ て 何の 屈

託 もな く向分 の 関心事を
一

変 させ る女 とい

う， イ タ IJ ア喜劇ふ うの 短編 とし て 発想 さ

れ た 。

　 こ の メ モ か ら十年 あま りを経 て 完成 され

た作品は ， もちろ ん，気が きい た だ けの イ

タ リ ア 喜劇 な どで は ない
。 だが ヒ ロ イ ン の

ヵ メ レ オ ン 的 な性格付け ， そ して 同 じ状況

場面 の 反復 とい う
一
編 の 喜劇的枠組は ， 物

語 を物語た らしめ る小説結構上 の 制約 とし

て ，完成作品中に もは っ き り と認 め ら れ

る
。

ヒ ロ イ ン
， オ ー レ ニ カ の 性格付けは 多

か れ 少なか れ誇張 され て お り ， 彼女の 人生

の 出来事 もまた 1司様 で ある 。 こ の た め従来 ，

読者は描か れ た オ
ー

レ ニ カ の 人生を ， 彼女

に 固有の
， 彼女に よ っ て 生 きられた 人生 と

して受け と る よ りは ， 誇張 された ア レ ゴ リ

カ ル な構図 の 如 く読み がちで ある 。 そ して

こ の 構図か ら ， 読者は 生 きた 人物を で は な

く， あ らか じめ読者の 批評 に 晒 され るべ く

生か され て い る ， ある ひ とつ の 典型 として

の 人物を引き出す 。 だ が こ うした 読み か ら

生 まれ る こ の 短編へ の 認識は ， 極め て 貧し

い もの だ 。 人物 の 典型論は 作品の 典型論を

招 く。 rl“　・一レ ユ カを通 して ， 「生 きた 生」

を で は な く， 硬直 した 典型 と して の 生を描

く事が 「か わ い い 女」 の 目的な ら， こ の短

編は所詮は モ
ーパ ッ サ ソ の 域 を出ない

。 読

者は 「か わ い い 女」の 副題に 「女の
一

生」

と記す事 もで ぎる 。 まさに こ の 凡庸な副題

の 示 す典型へ と ， 「か わ い い 女」を貶め る

事 に な る。

　本 報告は 「かわ い い 女」の 解読に あた り，

こ うした 従来 の 読みに 代えて ， 入間関係の

視点を導入す る 。 先に 見た 小説結構上 の 制

約 の 内側に，本 報告は オ
ー

レ ニ カに 固有の

「生 きた 生」の 諸事実
一

彼女の 具体的経

験の 諸相を見る 。 そ し て 経験 とは ，彼女 と

他名 と の 具体的関係で あ り， その 背後で営

まれ る彼女 と彼女 自身 との関係で あ る 。

　作中，オ ー レ ニ カが最初に経験する関係

場面は ， 夫ク ー
キ ン との 結婚生活で ある 。

そ こ で特微的 なの は ， こ の 幸福な生活を通

し て見 られ る の が ， ふ た り の 相互 の 交流で

は な く， む しろ断絶で あ る ， とい う事だ 。

オ ー
レ ニ カ が夫 と夫 の 仕事に 夢巾に な り，

劇的に 変化 して みせ るの に 対 して ， 夫 の方

は 妻 との 関わ りか ら何 の 変化 も受けは しな

い
。 オ

ー
レ ニ カが 生き生 ぎとその 輝 きを増

し加 える に 従 っ て ， ク ー
キ ソ は絶望を募 ら
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